
●
農
業
を
取
り
巻
く
状
況

　

長
門
市
の
農
業
従
事
者
は
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
、
現
在
、
就
業
者
の
平
均
年

齢
は
70
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

300
万
円
以
上
の
事
業
収
入
を
得
て
い
る
農

業
経
営
体
は
１
割
に
も
満
た
ず
、
後
継
者

も
い
な
い
な
ど
、
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
近

年
、
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て
お
り
、
農

地
が
守
れ
な
い
状
況
が
起
こ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
の
問
題
は
全
国
的
に
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

●
国
・
県
の
対
応
は

　

国
は
こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
農

地
を
集
約
し
、
認
定
農
業
者
や
法
人
な
ど

「
一
市
一
農
場
」
を
推
進
し
、
農
業
を
守
り
発
展
さ
せ
る
た
め
に

　
「
一
市
一
農
場
」と
は
、農
業
者
の
減
少
や
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
く
中
で
、

農
地
を
集
積
・
集
約
し
、
集
落
営
農
法
人
な
ど
が
効
率
的
・
安
定
的
な
経
営

に
よ
り
耕
作
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
農
業
を
守
り
持
続
的
に
発
展
さ
せ
て
い

く
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

長
門
市
で
は
、「
一
市
一
農
場
」
構
想
の
実
現
に
向
け
て
、
４
月
１
日
に

農
林
課
内
に
一
市
一
農
場
推
進
室
を
設
け
日
置
支
所
に
配
置
し
ま
し
た
。

の
地
域
の
担
い
手
に
農
地
を
配
分
す
る
組

織
と
し
て
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を
各
都

道
府
県
に
一
つ
ず
つ
設
立
さ
せ
る
こ
と
と

し
、
山
口
県
で
も
平
成
26
年
３
月
に
山
口

県
農
地
中
間
管
理
機
構
（
以
下
、「
機
構
」）

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

●
長
門
市
は
ど
う
対
応
す
る
の
か

　

長
門
市
で
は
、
機
構
が
進
め
る
、
農
地

の
出
し
手
と
受
け
手
（
集
落
営
農
法
人
や

認
定
農
業
者
な
ど
）
を
結
び
つ
け
、
担
い

手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
を
推
進
し
て
い

く
業
務
に
県
内
で
最
も
早
く
取
り
組
む
意

志
を
示
し
、「
長
門
市
農
地
集
積
バ
ン
ク
」

を
同
時
期
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
長
門
市
農
地
集
積
バ
ン
ク
を
中
心

に
一
市
一
農
場
構
想
の
幅
を
広
げ
、
農
地

集
積
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

一
市
一
農
場
推
進
の
背
景

農
地
貸
し
出
し
希
望

長
門
市
へ
登
録

・貸付農地の登録リスト作成

・経営体への働きかけ

借り受け者の公募

借
り
受
け
希
望

あり

なし

登録（原則 2年間有効）
借り受け希望者待ち

貸付者との賃借契約締結
（必要に応じて、農地の保
全管理、農地の条件整備）

貸付先決定ルールにより
借受者を決定
（機構と借受者との賃貸
契約の締結）

経
営
体
へ
の
農
地
集
積

長門市農地集積バンクへの登録

山口県農地中間管理機構への登録

マッチング

農地中間管理機構事業の流れ

▲看板を掲げる大西市長とやまぐち
　農林振興公社の堀信雄理事長（右）
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農
地
中
間
管
理
機
構

貸
し
受
け

貸
し
付
け

ア．地域内に分散した農地 イ．担い手ごとに集約した農地

農地の集約（イメージ）

Ａ農家の土地

Ｂ農家の土地

Ｃ農家の土地

D集落営農法人の土地

Ａ農家とＢ農家は農業の経営規模拡大を希望

　→機構に登録し、Ｃ農家の受け手となる

Ｃ農家は耕作できなくなりリタイアを希望

　→機構に登録し、出し手となる

Ｄ集落営農法人も経営規模拡大を希望

　→機構に登録し、Ｃ農家の受け手となる

「
長
門
市
農
地
集
積
バ
ン
ク
」を
開
設上図のとおり、アの農地は、地域内に分散しており、担い手である農家にとっては効率が悪い

状態です。イのように、農地の集積・集約化が進むと、高効率化され、コスト削減につながり
ます。また、農産物の安定的な供給が可能になります。
※可能な農地については、ほ場の大区画化を推進します

●
農
地
を
貸
し
出
し
た
い
人
（
出
し
手
）

　

自
ら
耕
作
で
き
な
く
な
っ
た
人
、
農
地

を
機
構
に
預
け
た
い
農
家
（
耕
作
者
）

　
「
貸
付
希
望
農
用
地
等
の
機
構
へ
の
登

録
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
農
地
を
借
り
受
け
た
い
人
（
受
け
手
）

　

集
落
営
農
法
人
や
認
定
農
業
者
な
ど
、

経
営
規
模
を
拡
大
し
た
い
人

　
「
農
用
地
等
の
借
受
希
望
申
込
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
・
申
込
書
（
登
録
書
）
は
農
林

課
一
市
一
農
場
推
進
室
（
日
置
支
所
内
）

お
よ
び
本
庁
農
林
課
・
各
支
所
・
出
張
所

に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

農
地
集
積
を
希
望
す
る
場
合

お
世
話
に
な
り
ま
す
！

　

４
月
16
日
付
け
で
、
２
人
の
農
地
集
積
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
担
い
手
と
な
る
集
落
営
農
法
人
や
認
定
農
業
者
の

今
後
の
経
営
意
向
を
調
査
し
て
、
耕
作
で
き
な
く
な
っ
た
人
の
農
地
を
担
い
手
に

効
率
的
に
配
分
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

三隅・長門地区担当
増野　建治氏

日置・油谷地区担当
末永　敏彦氏

　

市
で
は
、
平
成
25
年
度
に
日
置
北
部
地

区
に
モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
ま
し
た
。
今

年
度
は
そ
の
集
積
に
か
か
る
デ
ー
タ
や
手

法
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
市
内
全
域

を
対
象
と
し
て
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

①
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

市
が
委
嘱
し
た
推
進
員
が
現
在
自
営
農

家
の
農
地
の
状
況
、
将
来
の
営
農
意
向
を

聞
き
取
り
調
査
し
、
出
し
手
と
な
る
農
地

の
把
握
を
行
い
ま
す
。

②
農
地
の
集
積

　
「
貸
付
希
望
農
用
地
等
の
機
構
へ
の
登

録
申
請
書
」
が
提
出
さ
れ
た
農
地
か
ら
担

い
手
へ
の
結
び
つ
け
（
マ
ッ
チ
ン
グ
）
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
担
い
手
の
作
業
の
効

農
地
集
積
の
事
業
の
進
め
方

　

農
地
集
積
は
、
長
門
市
の
農
業
を
守
る

た
め
に
進
め
る
も
の
で
す
。
農
業
を
営
む

す
べ
て
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

農
林
課
一
市
一
農
場
推
進
室

　
（
日
置
支
所
内
）　　

℡
37
‐
２
１
１
３

率
化
、
省
力
化
を
図
る
た
め
の
農
業
基
盤

整
備
（
ほ
場
の
大
区
画
化
）
な
ど
を
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
行
い
ま
す
。（
下
図
参

照
）

　

出
し
手
と
受
け
手
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た

場
合
は
、
機
構
と
出
し
手
が
賃
借
契
約
を

締
結
し
、
そ
の
後
、
機
構
と
受
け
手
が
賃

貸
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
農

地
集
積
）

特集■「長門市農地集積バンク」を開設


